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広告

　
国
道
１
７
６
号
名
塩
道
路
は
、

交
通
渋
滞
の
解
消
、
交
通
安
全
の

確
保
、
及
び
異
常
気
象
時
の
交
通

確
保
等
を
目
的
に
４
車
線
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
生
瀬
ト
ン
ネ
ル
東
側
で

道
路
を
広
げ
る
た
め
に
、
武
庫
川

に
張
り
出
す
橋
の
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
張
出
橋
の
完
成
後
、
張
出
部
に

交
通
を
切
り
替
え
、
現
道
を
高
く

す
る
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

工
事
に
伴
い
、
西
宝
橋
南
詰
交
差

点
周
辺
の
現
道
部
や
生
瀬
通
り
で
、

片
側
交
通
規
制
な
ど
を
行
う
時
期

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
竹
は
稲
や
麦
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

仲
間
で
す
。
江
戸

時
代
に
中
国
か
ら

渡
来
し
た
ク
ロ
チ

ク
は
、
茎
（
植
物

学
で
は
稈か

ん

）
は
１
年
目
は
黄
緑
色

で
、
２
〜
３
年
で
黒
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
チ
ク
の
変
種
で
あ
り
、

開
花
周
期
が
ハ
チ
ク
と
同
様
１
２

０
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
家
の
ク
ロ
チ
ク
は
、
直
径

２
㎝
ぐ
ら
い
高
さ
は
５
ｍ
ぐ
ら
い

で
、
タ
ケ
ノ
コ
は
、
出
始
め
て
か

ら
５
カ
月
ほ
ど
で
親
指
ぐ
ら
い
の

太
さ
の
成
竹
に
な
り
ま
す
。

　
２
月
の
終
わ
り
ご
ろ
に
庭
の
整

理
を
し
よ
う
と
、
ふ
と
ク
ロ
チ
ク

を
見
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
に
見
た

こ
と
の
な
い
物
が
付
い
て
い
る
の

を
見
つ
け
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
と
、
こ
れ
は
１
２
０
年
に
１

度
咲
く
花
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
珍
し
い
現
象
を
皆
さ
ん
に

見
て
も
ら
お
う
と
、
竹
を
切

っ
て
道
路
か
ら
見
や
す
い
場

所
に
置
く
と
、
通
り
が
か
り

の
人
々
や
知
人
も
見
に
来
て
、

　
ま
た
、
生
瀬
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の

武
庫
川
側
斜
面
に
お
い
て
、
切
土

工
事
を
実
施
中
で
す
。
事
業
完
成

後
は
、
生
瀬
ト
ン
ネ
ル
側
が
三
田

方
面
の
２
車
線
、
現
在
、
切
土
工

事
を
し
て
い
る
現
道
側
が
宝
塚
方

面
の
２
車
線
の
計
４
車
線
道
路
と

な
り
ま
す
。　
　
（
兵
庫
国
道
事
務
所
）

「
長
寿
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
」
と

ご
機
嫌
の
様
子
。
中
に
は
花
に
向

か
い
手
を
合
わ
す
人
も
。

　
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
タ
ケ

ノ
コ
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
で
、
60
年

ぐ
ら
い
で
開
花
し
、
全
て
枯
れ
た

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ク

ロ
チ
ク
も
花
を
一
斉
に
咲
か
せ
、

全
て
枯
れ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
不
思
議
な
現

象
は
、
研
究
者
も
一
生
の
間
に
何

度
も
出
合
え
る
訳
で
は
な
い
の
で
、

研
究
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の

だ
そ
う
で
す
。

　
わ
が
家
の
ク
ロ
チ
ク
を
よ
く
見

る
と
、
一
つ
だ
け
青
々
と
し
た
小

さ
な
竹
が
あ
り
、「
あ
れ
！
　
こ
れ

は
枯
れ
な
い
の
か
な
。
学
会
の
研

究
記
録
と
違
う
」
と
び
っ
く
り
し

て
い
て
、
今
後
、
し
ば
ら
く
観
察

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
生
の
中
で
見
ら
れ
た
こ
と

を
、
幸
運
と
捉
え
て
喜
ん
で
い
ま

す
。　
　
（
生
瀬
高
台
在
住
田
中
衞
）

名
塩
道
路
〜
交
通
切
替
に
向
け
工
事
推
進
中
〜

〜
生
瀬
高
台
田
中
衞ま

も
る

さ
ん
宅
の
ク
ロ
チ
ク
に

　
　
　
１
２
０
年
に
１
度
の
花
が
咲
き
ま
し
た
〜

【
7
・
8
月
の
催
し
案
内
】

写真奥は宝塚、手前の橋は仮西宝橋（車道）
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編 集 後編 集 後 記記

張出橋。左の現道路より２ｍ高い。
現道路を高くする。

写真奥は名塩、右手は武庫川、左手は現道路

クロチクの花

　今年度、初めて編集委員を務めることになりました青葉
台自治会編集委員です。なかなか『宮っ子』会議にも参
加できず、編集委員の皆さんには迷惑をお掛けしています。
こうして編集後記を書く機会を得たことで、市民がつくる地
域情報誌『宮っ子』を再認識し、「わがまち生瀬」を通じ
て、少しでも地域のつながりや温かさを感じていただけたら
幸いだと思いました。 　　　　　　　　

青葉台編集委員　山本路子

クロチクの花の雄しべ

―
生
瀬
講
座
―

★
講
座
　「
わ
ら
べ
唄
ロ
ッ
ク
」

日
時
　

7
月
10
日（
金
）10
:
00
〜
11:30

講
師
　
衣
川
亮
輔
　
氏

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

―
演
芸
大
会
―

　
生
瀬
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

日
時
　

7
月
11
日（
土
）12
:
30
〜

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

―
生
瀬
よ
ち
よ
ち
広
場
―

★「
こ
ど
も
の
事
故
防
止
」

日
時
　

7
月
14
日（
火
）10
:
30
〜
　
　
　
　

会
場
　
生
瀬
市
民
館

問
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー
　
☎
61・１
７
１
０

―
生
瀬
皇
太
神
社
―

★
夏
祭
り
宵
宮
納
涼
祭

　
　
　
　
　
　（
子
ど
も
向
け
模
擬
店
）

日
時
　

7
月
19
日（
日
）16
:
00
〜
　

★
夏
祭
大
祭
神
事

日
時
　

7
月
22
日（
水
）11
:
00
〜

―
夏
休
み
子
ど
も
科
学
教
室
―

生
瀬
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
主
催

内
容
　「
磁
石
に
つ
い
て
、
知
って
み
よ
う
」

日
時
　

8
月
7
日（
金
）13
:
00
〜

講
師
　
生
瀬
在
住
　
秦
　
豊
吉
　
氏

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　

　
※
チ
ラ
シ
を
見
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

―
生
瀬
地
区
盆
踊
り
大
会
―

　
生
瀬
宿
地
車
保
存
会
主
催

日
時
　

8
月
8
日（
土
）17
:
30
〜
21:00
　
　
　
　

　
　
　
　
　

9
日（
日
）17
:
30
〜
21:00

会
場
　
生
瀬
小
学
校
体
育
館

―
夏
休
み
生
瀬
地
区

　
　
　
　
　
　
プ
ー
ル
開
放
―

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
な
ま
ぜ
主
催

日
時
　

7
月
18
日（
土
）〜
22
日（
水
）

　
　
　

9:00
〜
11:30（
5
日
間
）

会
場
　
生
瀬
小
学
校
プ
ー
ル

参
加
者
　

4
歳
児
〜
　
※
申
込
不
要

　
※
2
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

　
※
紙
オ
ム
ツ
で
の
入
水
は
禁
止

―
北
部
図
書
館
―

【
お
は
な
し
会
】

　
　
　
※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

★「
0
〜
2
歳
児
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
月
第
2
木
曜
日
11:00
〜

場
所
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
15
組

★「
幼
児
〜
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
週
日
曜
日
11:00
〜

場
所
　
図
書
館
前
ロ
ビ
ー

定
員
　
先
着
12
人

★「
夏
の
こ
わ
い
お
は
な
し
会
」

日
時
　

8
月
26
日（
水
）15
:
00
〜

場
所
　
塩
瀬
公
民
館
和
室

定
員
　
な
し

問
　
北
部
図
書
館
　
☎
61・１
７
０
６

※
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は

　
中
止
し
ま
す

―
巡
回
検
診
＠
塩
瀬
公
民
館
講
堂
―

★
西
宮
市
の
健
康
診
査・が
ん
検
診

日
時
　

9
月
8
日（
火
）

予
約
　

7
月
29
日（
水
）〜
8
月
5
日（
水
）

　（
兵
庫
県
健
康
財
団
☎
０
７
８・
７
９
　
　

  

３
・９
３
３
３
）

問
　
市
・
健
康
増
進
課

　
　
　
☎
０
７
９
８
・35
・３
１
２
７
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た
太
陽
光
が
月
の
表
面
を
照
ら
す

こ
と
で
起
こ
る
現
象
で
あ
り
、「
地

球
照
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
流
星
群
）

　
夏
休
み
中
に
は
「
ペ
ル
セ
ウ
ス

座
流
星
群
」
が
見
ら
れ
る
の
で
流

れ
星
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
流

れ
星
が
一
番
多
く
な
る
「
極
大
」

の
予
報
が
8
月
13
日
の
午
前
11
時

ご
ろ
な
の
で
、
12
、
13
日
の
夜
が

狙
い
目
で
す
。
流
れ
星
は
明
け
方

に
よ
く
飛
ぶ
の
で
、
13
日
の
夜
明

け
前
が
一
番
多
く
な
り
ま
す
。

　
地
上
か
ら
の
明
か
り
が
少
な
く
、

星
の
良
く
見
え
る
方
向
を
眺
め
て

い
れ
ば
、
5
分
に
1
個
く
ら
い
は

見
え
る
で
し
ょ
う
。
明
る
い
流
星

が
飛
ん
だ
後
に
は
、
飛
行
機
雲
の

よ
う
な
光こ

う
ぼ
う芒
が
１
秒
か
ら
数
十
秒

見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は

「
流
星
痕こ

ん
」
と
い
う
現
象
で
す
。

（
月
と
金
星
）

　
今
年
の
7
、
8
月
は
、
日
没
か

ら
1
時
間
ほ
ど
過
ぎ
て
空
が
暗
く

な
っ
て
く
る
と
、
西
の
空
に
ひ
と

き
わ
明
る
い
金
星
（
宵よ

い

の
明
星
）

が
見
え
ま
す
。
金
星
は
、
地
球
よ

り
も
太
陽
に
近
い
軌
道
を
回
っ
て

い
る
の
で
、
太
陽
と
の
角
度
が
大

き
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
真

夜
中
（
太
陽
の
反
対
側
）
に
は
見

る
こ
と
が
で
き
ず
、
夕
方
の
「
宵

の
明
星
」、
も
し
く
は
明
け
方
の

「
明
け
の
明
星
」
と
し
て
見
え
ま
す
。

　
特
に
、
7
月
18
日
ご
ろ
と
8
月

16
日
ご
ろ
に
は
金
星
と
三
日
月
が

並
ぶ
の
で
、
ぜ
ひ
西
の
空
を
見
て

く
だ
さ
い
。
素
晴
ら
し
い
眺
め
に

な
り
ま
す
（
曇
っ
て
い
た
ら
ア
ウ

ト
で
す
が
…
）。

　
三
日
月
は
、
太
陽
の
光
が
当
た

っ
て
い
る
部
分
が
光
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
よ
く
見
る
と
全
体
も
う

っ
す
ら
と
円
形
に
見
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
球
の
表
面
で
反
射
し

―「ヴィオの会」―
セルヴィオの敷地に竹やぶがあ
り、時折、竹やぶの整備もしていま
す。その竹を有効利用して門松を
作りました

　
セ
ル
ヴ
ィ
オ
自
治
会
に
は
、
個

性
の
異
な
る
二
つ
の
公
認
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
人

形
劇
サ
ー
ク
ル
「
う
り
ぼ
う
」
は
、

設
立
か
ら
20
年
と
い

う
歴
史
が
あ
り
、
メ

ン
バ
ー
は
８
人
。
舞

台
に
登
場
す
る
人
形

や
装
置
は
全
て
手
作

り
で
、
年
間
１
、
２

回
の
公
演
に
向
け
て

脚
本
作
り
か
ら
制
作
、

練
習
ま
で
を
仕
事
や

家
事
の
合
間
に
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

長
年
の
活
動
の
中
で
、

「
自
分
が
子
ど
も
の

こ
ろ
に
見
て
い
た
」

と
い
う
親
世
代
の
声

も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
世
代
を
超
え

て
愛
さ
れ
て
い
る
存
在
で
す
。
自

治
会
内
で
は
子
ど
も
の
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
舞
台

を
心
待
ち
に
す
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
支
え
に
、
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
一
方
、「
ヴ
ィ
オ
の
会
」
は
、
昨

年
設
立
さ
れ
た
新
し
い
サ
ー
ク
ル

で
す
。
自
治
会
役
員
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

を
中
心
に
、
任
期
終
了
後
も
交
流

を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
山
登
り
や
ハ
イ
キ

ン
グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
茶
会

な
ど
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
活
動
を

大
切
に
し
て
お
り
、
今
年
の
正
月

に
は
、
門
松
制
作
を
通
じ
て
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
活
動
の
支
援
も
行
い

ま
し
た
。

　
高
齢
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
り
住
民
同
士
の
交
流
が
減

る
中
、
サ
ー
ク
ル
活
動
は
楽
し
み

な
が
ら
人
と
つ
な
が
れ
る
貴
重
な

場
で
す
。
こ
う
し
た
小
さ
な
交
流

の
積
み
重
ね
が
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
、
今
後
も
無
理
な
く
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

 （
セ
ル
ヴ
ィ
オ
元
編
集
委
員

　梅
村

　恒
）

　
生
瀬
皇
太
神
社
は
、
鎌
倉
時
代

中
期
寛
元
元
（
１
２
４
３
）
年
の

創
建
以
来
、
約
８
０
０
年
に
わ
た

り
生
瀬
の
氏
神
と
し
て
地
域
の

人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
に
生

瀬
皇
太
神
社
氏
子
会
が
組
織
さ
れ
、

氏
子
を
は
じ
め
、
地
域
の
人
々
、

各
種
団
体
や
企
業
の
支
援
、
協
力

を
も
ら
い
な
が
ら
神
社
の
護
持
運

営
に
努
め
て
お
り
、
今
年
で
ち
ょ

う
ど
50
周
年
の
佳か

せ
つ節
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
本
殿
大
修
理
、
大

鳥
居
再
建
、
末
社
移
設
改
修
、
手

水
舎
改
修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
氏
子
会
50
周

年
事
業
と
し
て
境
内
の
敷
石
を
整

備
し
ま
し
た
。
従
来
は
、
雨
の
日

や
雨
上
が
り
の
日
に
は
水
た
ま
り

や
ぬ
か
る
み
が
多
く
、
参
拝
に
不

自
由
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
大

鳥
居
か
ら
本
殿
、
さ
ら
に
は
末
社

へ
と
つ
な
が
る
参
拝
経
路
に
石
畳

を
敷
い
た
こ
と
で
「
お
参
り
し
や

す
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
生
瀬
皇
太
神
社
は
、
祈
り
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
癒
や
し
の
場
、

憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
西
宮

市
の
景
観
樹
林
保
護
地
区
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
神
木
で
あ
る
３
本

の
オ
オ
ク
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、

多
く
の
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事

業
と
し
て
ア
ジ
サ
イ
を
植
樹
し
、

夏
の
「
あ
じ
さ
い
祭
り
」
の
際
、

参
拝
者
に
切
り
花
を
持
ち
帰
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
大
切
な

文
化
財
で
あ
る
本
殿
や
境
内
の
景

観
を
守
っ
て
い
き
、
伝
統
行
事
で

あ
る
祭
事
と
併
せ
て
、
次
世
代
へ

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
生
瀬
皇
太
神
社
氏
子
会

　
　
　

理
事
長

　米
倉
良
勝
）

　
武
庫
川
が
三
田
市
に
入
る
と
、

青
野
川
の
水
が
流
れ
込
ん
で
き
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
川
に
造
ら
れ

た
ダ
ム
湖
の
話
で
す
。

　
川
を
せ
き
止
め
る
施
設
が
ダ
ム

で
す
。
せ
き
止
め
て
も
、
下
流
に

は
一
定
の
水
は
流
れ
ま
す
。
千
丈

寺
湖
は
兵
庫
県
三
田
市
に
位
置
す

る
人
造
湖
で
、
青
野
ダ
ム
の
完
成

に
よ
っ
て
昭
和
63
（
１
９
８
８
）

年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

は
水
害
対
策
や
水
不
足
の
解
消
を

目
的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
三
田
市
を
中
心
に
、
北
摂

北
神
地
域
の
人
々
の
大
切
な
水
道

水
源
と
し
て
活
用
さ
れ
、
防
災
、

環
境
、
観
光
の
全
て
を
担
う
重
要

な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

湖
の

名
前
は
、
ダ
ム
上
流
に
そ
び
え
る

千
丈
寺
山
を
挟
み
、
青
野
川
と
黒

川
と
い
う
二
本
の
川
が
こ
の
ダ
ム

湖
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

　
青
野
ダ
ム
に
は
、
魚
が
上
り
や

す
い
川
づ
く
り
な
ど
、
水
環
境
改

善
の
一
環
と
し
て
ダ
ム
の
上
流
と

下
流
を
つ
な
ぐ
「
多
自
然
型
魚

道
」
や
魚
道
の
観
察
施
設
「
自
然

の
水
族
館
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　「
自
然
の
水
族
館
」
で
は
、
魚
道

側
壁
の
観
察
窓
か
ら
魚
類
の
遡そ

じ
ょ
う上

状
況
な
ど
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
魚
道
の
仕
組
み
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎

年
７
〜
10
月
ま
で
の
間
、
一
般
開

放
し
て
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
な
の
で
、
夏
休
み
な
ど

見
学
に
行って
み
ま
せ
ん
か
。  （
広
報
）釣り人用のレンタルボートもあります ダムの下流に多自然型魚道があります

〜世代をつなぎ、人をつなぐ
　　  セルヴィオ自治会のサークル活動〜

シ
リ
ー
ズ
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①
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瀬
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回
シ
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②
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青
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・
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ん
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人形劇サークル「うりぼう」
『ワニくんのめざましどけい』
など、子どもの喜ぶ人形劇を
たくさん上演
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医療法人社団 緑水会

広告

三日月と金星（イメージ写真）

広告

新しくできた大鳥居から本殿に続く石畳
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広告 広告

た
太
陽
光
が
月
の
表
面
を
照
ら
す

こ
と
で
起
こ
る
現
象
で
あ
り
、「
地

球
照
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
流
星
群
）

　
夏
休
み
中
に
は
「
ペ
ル
セ
ウ
ス

座
流
星
群
」
が
見
ら
れ
る
の
で
流

れ
星
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
流

れ
星
が
一
番
多
く
な
る
「
極
大
」

の
予
報
が
8
月
13
日
の
午
前
11
時

ご
ろ
な
の
で
、
12
、
13
日
の
夜
が

狙
い
目
で
す
。
流
れ
星
は
明
け
方

に
よ
く
飛
ぶ
の
で
、
13
日
の
夜
明

け
前
が
一
番
多
く
な
り
ま
す
。

　
地
上
か
ら
の
明
か
り
が
少
な
く
、

星
の
良
く
見
え
る
方
向
を
眺
め
て

い
れ
ば
、
5
分
に
1
個
く
ら
い
は

見
え
る
で
し
ょ
う
。
明
る
い
流
星

が
飛
ん
だ
後
に
は
、
飛
行
機
雲
の

よ
う
な
光こ

う
ぼ
う芒
が
１
秒
か
ら
数
十
秒

見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は

「
流
星
痕こ

ん
」
と
い
う
現
象
で
す
。

（
月
と
金
星
）

　
今
年
の
7
、
8
月
は
、
日
没
か

ら
1
時
間
ほ
ど
過
ぎ
て
空
が
暗
く

な
っ
て
く
る
と
、
西
の
空
に
ひ
と

き
わ
明
る
い
金
星
（
宵よ

い

の
明
星
）

が
見
え
ま
す
。
金
星
は
、
地
球
よ

り
も
太
陽
に
近
い
軌
道
を
回
っ
て

い
る
の
で
、
太
陽
と
の
角
度
が
大

き
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
真

夜
中
（
太
陽
の
反
対
側
）
に
は
見

る
こ
と
が
で
き
ず
、
夕
方
の
「
宵

の
明
星
」、
も
し
く
は
明
け
方
の

「
明
け
の
明
星
」
と
し
て
見
え
ま
す
。

　
特
に
、
7
月
18
日
ご
ろ
と
8
月

16
日
ご
ろ
に
は
金
星
と
三
日
月
が

並
ぶ
の
で
、
ぜ
ひ
西
の
空
を
見
て

く
だ
さ
い
。
素
晴
ら
し
い
眺
め
に

な
り
ま
す
（
曇
っ
て
い
た
ら
ア
ウ

ト
で
す
が
…
）。

　
三
日
月
は
、
太
陽
の
光
が
当
た

っ
て
い
る
部
分
が
光
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
よ
く
見
る
と
全
体
も
う

っ
す
ら
と
円
形
に
見
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
球
の
表
面
で
反
射
し

―「ヴィオの会」―
セルヴィオの敷地に竹やぶがあ
り、時折、竹やぶの整備もしていま
す。その竹を有効利用して門松を
作りました

　
セ
ル
ヴ
ィ
オ
自
治
会
に
は
、
個

性
の
異
な
る
二
つ
の
公
認
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
人

形
劇
サ
ー
ク
ル
「
う
り
ぼ
う
」
は
、

設
立
か
ら
20
年
と
い

う
歴
史
が
あ
り
、
メ

ン
バ
ー
は
８
人
。
舞

台
に
登
場
す
る
人
形

や
装
置
は
全
て
手
作

り
で
、
年
間
１
、
２

回
の
公
演
に
向
け
て

脚
本
作
り
か
ら
制
作
、

練
習
ま
で
を
仕
事
や

家
事
の
合
間
に
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

長
年
の
活
動
の
中
で
、

「
自
分
が
子
ど
も
の

こ
ろ
に
見
て
い
た
」

と
い
う
親
世
代
の
声

も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
世
代
を
超
え

て
愛
さ
れ
て
い
る
存
在
で
す
。
自

治
会
内
で
は
子
ど
も
の
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
舞
台

を
心
待
ち
に
す
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
支
え
に
、
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
一
方
、「
ヴ
ィ
オ
の
会
」
は
、
昨

年
設
立
さ
れ
た
新
し
い
サ
ー
ク
ル

で
す
。
自
治
会
役
員
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

を
中
心
に
、
任
期
終
了
後
も
交
流

を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
山
登
り
や
ハ
イ
キ

ン
グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
茶
会

な
ど
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
活
動
を

大
切
に
し
て
お
り
、
今
年
の
正
月

に
は
、
門
松
制
作
を
通
じ
て
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
活
動
の
支
援
も
行
い

ま
し
た
。

　
高
齢
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
り
住
民
同
士
の
交
流
が
減

る
中
、
サ
ー
ク
ル
活
動
は
楽
し
み

な
が
ら
人
と
つ
な
が
れ
る
貴
重
な

場
で
す
。
こ
う
し
た
小
さ
な
交
流

の
積
み
重
ね
が
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
、
今
後
も
無
理
な
く
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

 （
セ
ル
ヴ
ィ
オ
元
編
集
委
員

　梅
村

　恒
）

　
生
瀬
皇
太
神
社
は
、
鎌
倉
時
代

中
期
寛
元
元
（
１
２
４
３
）
年
の

創
建
以
来
、
約
８
０
０
年
に
わ
た

り
生
瀬
の
氏
神
と
し
て
地
域
の

人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
に
生

瀬
皇
太
神
社
氏
子
会
が
組
織
さ
れ
、

氏
子
を
は
じ
め
、
地
域
の
人
々
、

各
種
団
体
や
企
業
の
支
援
、
協
力

を
も
ら
い
な
が
ら
神
社
の
護
持
運

営
に
努
め
て
お
り
、
今
年
で
ち
ょ

う
ど
50
周
年
の
佳か

せ
つ節
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
本
殿
大
修
理
、
大

鳥
居
再
建
、
末
社
移
設
改
修
、
手

水
舎
改
修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
氏
子
会
50
周

年
事
業
と
し
て
境
内
の
敷
石
を
整

備
し
ま
し
た
。
従
来
は
、
雨
の
日

や
雨
上
が
り
の
日
に
は
水
た
ま
り

や
ぬ
か
る
み
が
多
く
、
参
拝
に
不

自
由
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
大

鳥
居
か
ら
本
殿
、
さ
ら
に
は
末
社

へ
と
つ
な
が
る
参
拝
経
路
に
石
畳

を
敷
い
た
こ
と
で
「
お
参
り
し
や

す
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
生
瀬
皇
太
神
社
は
、
祈
り
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
癒
や
し
の
場
、

憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
西
宮

市
の
景
観
樹
林
保
護
地
区
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
神
木
で
あ
る
３
本

の
オ
オ
ク
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、

多
く
の
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事

業
と
し
て
ア
ジ
サ
イ
を
植
樹
し
、

夏
の
「
あ
じ
さ
い
祭
り
」
の
際
、

参
拝
者
に
切
り
花
を
持
ち
帰
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
大
切
な

文
化
財
で
あ
る
本
殿
や
境
内
の
景

観
を
守
っ
て
い
き
、
伝
統
行
事
で

あ
る
祭
事
と
併
せ
て
、
次
世
代
へ

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
生
瀬
皇
太
神
社
氏
子
会

　
　
　

理
事
長

　米
倉
良
勝
）

　
武
庫
川
が
三
田
市
に
入
る
と
、

青
野
川
の
水
が
流
れ
込
ん
で
き
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
川
に
造
ら
れ

た
ダ
ム
湖
の
話
で
す
。

　
川
を
せ
き
止
め
る
施
設
が
ダ
ム

で
す
。
せ
き
止
め
て
も
、
下
流
に

は
一
定
の
水
は
流
れ
ま
す
。
千
丈

寺
湖
は
兵
庫
県
三
田
市
に
位
置
す

る
人
造
湖
で
、
青
野
ダ
ム
の
完
成

に
よ
っ
て
昭
和
63
（
１
９
８
８
）

年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

は
水
害
対
策
や
水
不
足
の
解
消
を

目
的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
三
田
市
を
中
心
に
、
北
摂

北
神
地
域
の
人
々
の
大
切
な
水
道

水
源
と
し
て
活
用
さ
れ
、
防
災
、

環
境
、
観
光
の
全
て
を
担
う
重
要

な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

湖
の

名
前
は
、
ダ
ム
上
流
に
そ
び
え
る

千
丈
寺
山
を
挟
み
、
青
野
川
と
黒

川
と
い
う
二
本
の
川
が
こ
の
ダ
ム

湖
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

　
青
野
ダ
ム
に
は
、
魚
が
上
り
や

す
い
川
づ
く
り
な
ど
、
水
環
境
改

善
の
一
環
と
し
て
ダ
ム
の
上
流
と

下
流
を
つ
な
ぐ
「
多
自
然
型
魚

道
」
や
魚
道
の
観
察
施
設
「
自
然

の
水
族
館
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　「
自
然
の
水
族
館
」
で
は
、
魚
道

側
壁
の
観
察
窓
か
ら
魚
類
の
遡そ

じ
ょ
う上

状
況
な
ど
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
魚
道
の
仕
組
み
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎

年
７
〜
10
月
ま
で
の
間
、
一
般
開

放
し
て
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
な
の
で
、
夏
休
み
な
ど

見
学
に
行って
み
ま
せ
ん
か
。  （
広
報
）釣り人用のレンタルボートもあります ダムの下流に多自然型魚道があります

〜世代をつなぎ、人をつなぐ
　　  セルヴィオ自治会のサークル活動〜

シ
リ
ー
ズ

 

手
ぶ
ら
の
自
然
観
察
①

生
瀬
町
在
住

　
　橘
高

　重
雄

氏
子
会
50
周
年
事
業

〜
生
瀬
皇
太
神
社
境
内
に
敷
石
が
整
備
さ
れ
た
〜

6
回
シ
リ
ー
ズ

　武 

庫 

川 

紀 

行 

②
　〜
青
野
ダ
ム
・
千せ
ん
じ
ょ
う
じ
こ

丈
寺
湖
〜

人形劇サークル「うりぼう」
『ワニくんのめざましどけい』
など、子どもの喜ぶ人形劇を
たくさん上演

きむら歯科医院
一般歯科・小児歯科・口腔外科・矯正歯科

〒669-1104 西宮市生瀬武庫川町2 セルヴィオ4番館207号

TEL&FAX 0 7 9 7 － 8 5 － 8 4 0 0

診療時間（月～土）9：30～12：30　14：30～19：00（土曜17：00迄）

休 診 日　　日曜・祝日　　急患随時　　在宅診療可

西宮市生瀬町2-2-2

9：00～12：00
16：30～18：30

西宮市北部在宅療養相談支援センター ℡ 0797-84-2061

医療法人社団 緑水会

広告

三日月と金星（イメージ写真）

広告

新しくできた大鳥居から本殿に続く石畳
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広告

　
国
道
１
７
６
号
名
塩
道
路
は
、

交
通
渋
滞
の
解
消
、
交
通
安
全
の

確
保
、
及
び
異
常
気
象
時
の
交
通

確
保
等
を
目
的
に
４
車
線
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
生
瀬
ト
ン
ネ
ル
東
側
で

道
路
を
広
げ
る
た
め
に
、
武
庫
川

に
張
り
出
す
橋
の
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
張
出
橋
の
完
成
後
、
張
出
部
に

交
通
を
切
り
替
え
、
現
道
を
高
く

す
る
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

工
事
に
伴
い
、
西
宝
橋
南
詰
交
差

点
周
辺
の
現
道
部
や
生
瀬
通
り
で
、

片
側
交
通
規
制
な
ど
を
行
う
時
期

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
竹
は
稲
や
麦
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

仲
間
で
す
。
江
戸

時
代
に
中
国
か
ら

渡
来
し
た
ク
ロ
チ

ク
は
、
茎
（
植
物

学
で
は
稈か

ん

）
は
１
年
目
は
黄
緑
色

で
、
２
〜
３
年
で
黒
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
チ
ク
の
変
種
で
あ
り
、

開
花
周
期
が
ハ
チ
ク
と
同
様
１
２

０
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
家
の
ク
ロ
チ
ク
は
、
直
径

２
㎝
ぐ
ら
い
高
さ
は
５
ｍ
ぐ
ら
い

で
、
タ
ケ
ノ
コ
は
、
出
始
め
て
か

ら
５
カ
月
ほ
ど
で
親
指
ぐ
ら
い
の

太
さ
の
成
竹
に
な
り
ま
す
。

　
２
月
の
終
わ
り
ご
ろ
に
庭
の
整

理
を
し
よ
う
と
、
ふ
と
ク
ロ
チ
ク

を
見
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
に
見
た

こ
と
の
な
い
物
が
付
い
て
い
る
の

を
見
つ
け
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
と
、
こ
れ
は
１
２
０
年
に
１

度
咲
く
花
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
珍
し
い
現
象
を
皆
さ
ん
に

見
て
も
ら
お
う
と
、
竹
を
切

っ
て
道
路
か
ら
見
や
す
い
場

所
に
置
く
と
、
通
り
が
か
り

の
人
々
や
知
人
も
見
に
来
て
、

　
ま
た
、
生
瀬
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の

武
庫
川
側
斜
面
に
お
い
て
、
切
土

工
事
を
実
施
中
で
す
。
事
業
完
成

後
は
、
生
瀬
ト
ン
ネ
ル
側
が
三
田

方
面
の
２
車
線
、
現
在
、
切
土
工

事
を
し
て
い
る
現
道
側
が
宝
塚
方

面
の
２
車
線
の
計
４
車
線
道
路
と

な
り
ま
す
。　
　
（
兵
庫
国
道
事
務
所
）

「
長
寿
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
」
と

ご
機
嫌
の
様
子
。
中
に
は
花
に
向

か
い
手
を
合
わ
す
人
も
。

　
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
タ
ケ

ノ
コ
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
で
、
60
年

ぐ
ら
い
で
開
花
し
、
全
て
枯
れ
た

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ク

ロ
チ
ク
も
花
を
一
斉
に
咲
か
せ
、

全
て
枯
れ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
不
思
議
な
現

象
は
、
研
究
者
も
一
生
の
間
に
何

度
も
出
合
え
る
訳
で
は
な
い
の
で
、

研
究
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の

だ
そ
う
で
す
。

　
わ
が
家
の
ク
ロ
チ
ク
を
よ
く
見

る
と
、
一
つ
だ
け
青
々
と
し
た
小

さ
な
竹
が
あ
り
、「
あ
れ
！
　
こ
れ

は
枯
れ
な
い
の
か
な
。
学
会
の
研

究
記
録
と
違
う
」
と
び
っ
く
り
し

て
い
て
、
今
後
、
し
ば
ら
く
観
察

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
生
の
中
で
見
ら
れ
た
こ
と

を
、
幸
運
と
捉
え
て
喜
ん
で
い
ま

す
。　
　
（
生
瀬
高
台
在
住
田
中
衞
）

名
塩
道
路
〜
交
通
切
替
に
向
け
工
事
推
進
中
〜

〜
生
瀬
高
台
田
中
衞ま

も
る

さ
ん
宅
の
ク
ロ
チ
ク
に

　
　
　
１
２
０
年
に
１
度
の
花
が
咲
き
ま
し
た
〜

【
7
・
8
月
の
催
し
案
内
】

写真奥は宝塚、手前の橋は仮西宝橋（車道）

広告

広告

ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  

㈱ 真まこと心 
0120-0983-42 
0797-78-9475

生前見積もり承ります。・・・（祭壇費用より1割サービスいたします） 

総合葬祭 

phone
address
email

0797-86-7400
西宮市生瀬東町8-4
irodorimusicschool@gmail.com

～ 彩 ～ 音 楽 教 室
I r o d o r i  　 M u s i c 　 s c h o o l

♪ ピ ア ノ ・ チ ェ ロ 幼 児 か ら 大 人 ま で
ソ ル フ ェ ー ジ ュ ・ コ ン ク ー ル ・ 音 高 音 大 受 験

株式会社ABC医療
西宮市生瀬 2丁目 8－14
TEL 0120－153－117

エービーシーケアセンター
・居宅介護支援事業所 ・訪問介護事業所
・福祉用具事業所 ・住宅改修

エービーシー訪問介護ステーション

ABCデイサービス

広告 広告

編 集 後編 集 後 記記

張出橋。左の現道路より２ｍ高い。
現道路を高くする。

写真奥は名塩、右手は武庫川、左手は現道路

クロチクの花

　今年度、初めて編集委員を務めることになりました青葉
台自治会編集委員です。なかなか『宮っ子』会議にも参
加できず、編集委員の皆さんには迷惑をお掛けしています。
こうして編集後記を書く機会を得たことで、市民がつくる地
域情報誌『宮っ子』を再認識し、「わがまち生瀬」を通じ
て、少しでも地域のつながりや温かさを感じていただけたら
幸いだと思いました。 　　　　　　　　

青葉台編集委員　山本路子

クロチクの花の雄しべ

―
生
瀬
講
座
―

★
講
座
　「
わ
ら
べ
唄
ロ
ッ
ク
」

日
時
　

7
月
10
日（
金
）10
:
00
〜
11:30

講
師
　
衣
川
亮
輔
　
氏

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

―
演
芸
大
会
―

　
生
瀬
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

日
時
　

7
月
11
日（
土
）12
:
30
〜

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

―
生
瀬
よ
ち
よ
ち
広
場
―

★「
こ
ど
も
の
事
故
防
止
」

日
時
　

7
月
14
日（
火
）10
:
30
〜
　
　
　
　

会
場
　
生
瀬
市
民
館

問
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー
　
☎
61・１
７
１
０

―
生
瀬
皇
太
神
社
―

★
夏
祭
り
宵
宮
納
涼
祭

　
　
　
　
　
　（
子
ど
も
向
け
模
擬
店
）

日
時
　

7
月
19
日（
日
）16
:
00
〜
　

★
夏
祭
大
祭
神
事

日
時
　

7
月
22
日（
水
）11
:
00
〜

―
夏
休
み
子
ど
も
科
学
教
室
―

生
瀬
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
主
催

内
容
　「
磁
石
に
つ
い
て
、
知
って
み
よ
う
」

日
時
　

8
月
7
日（
金
）13
:
00
〜

講
師
　
生
瀬
在
住
　
秦
　
豊
吉
　
氏

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　

　
※
チ
ラ
シ
を
見
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

―
生
瀬
地
区
盆
踊
り
大
会
―

　
生
瀬
宿
地
車
保
存
会
主
催

日
時
　

8
月
8
日（
土
）17
:
30
〜
21:00
　
　
　
　

　
　
　
　
　

9
日（
日
）17
:
30
〜
21:00

会
場
　
生
瀬
小
学
校
体
育
館

―
夏
休
み
生
瀬
地
区

　
　
　
　
　
　
プ
ー
ル
開
放
―

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
な
ま
ぜ
主
催

日
時
　

7
月
18
日（
土
）〜
22
日（
水
）

　
　
　

9:00
〜
11:30（
5
日
間
）

会
場
　
生
瀬
小
学
校
プ
ー
ル

参
加
者
　

4
歳
児
〜
　
※
申
込
不
要

　
※
2
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

　
※
紙
オ
ム
ツ
で
の
入
水
は
禁
止

―
北
部
図
書
館
―

【
お
は
な
し
会
】

　
　
　
※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

★「
0
〜
2
歳
児
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
月
第
2
木
曜
日
11:00
〜

場
所
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
15
組

★「
幼
児
〜
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
週
日
曜
日
11:00
〜

場
所
　
図
書
館
前
ロ
ビ
ー

定
員
　
先
着
12
人

★「
夏
の
こ
わ
い
お
は
な
し
会
」

日
時
　

8
月
26
日（
水
）15
:
00
〜

場
所
　
塩
瀬
公
民
館
和
室

定
員
　
な
し

問
　
北
部
図
書
館
　
☎
61・１
７
０
６

※
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は

　
中
止
し
ま
す

―
巡
回
検
診
＠
塩
瀬
公
民
館
講
堂
―

★
西
宮
市
の
健
康
診
査・が
ん
検
診

日
時
　

9
月
8
日（
火
）

予
約
　

7
月
29
日（
水
）〜
8
月
5
日（
水
）

　（
兵
庫
県
健
康
財
団
☎
０
７
８・
７
９
　
　

  

３
・９
３
３
３
）

問
　
市
・
健
康
増
進
課

　
　
　
☎
０
７
９
８
・35
・３
１
２
７


